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昨
年
、
九
州
南
部
は
、
記
録
的
な
大

雨
や
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
で
多
大
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
八
月
の
台
風
七
号
、
九
月
の

戦
後
最
大
級
と
言
わ
れ
た
十
三
号
は
、

日
向
市
に
も
大
き
な
被
害
を
与
え
、
今

も
な
お
そ
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
台
風
七
号
で
は
、
住
家
の
半
壊
一
棟
、

一
部
損
壊
六
棟
ほ
か
、
床
下
浸
水
二
十

棟
な
ど
被
害
総
額
二
億
六
〇
〇
〇
万
円

に
上
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
台
風
十
三
号
で
は
、
四
人
の

　
ゴ
　
ノ
ゆ
　
　
マ
　

亀
め
も

呼
鎧
、
。
続

難
謎

羅
鍮
灘

負
傷
者
が
出
た
の
を
は
じ
め
、
住
家
の

半
壊
一
一
棟
、
一
部
損
壊
八
十
二
棟
、
床

上
浸
水
十
三
棟
、
床
下
浸
水
八
十
二
棟

な
ど
市
が
把
握
し
て
い
る
だ
け
で
も
、

被
害
総
額
は
一
億
六
五
〇
〇
万
円
に
上

り
、
自
然
の
猛
威
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
，

　
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
梅
雨

か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
へ
と
大
雨
の
季
節

で
す
。
昨
年
の
教
訓
を
生
か
し
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
、
災
害
へ
立

ち
向
か
う
心
構
え
と
備
え
を
し
っ
か
り

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

忘れたころにやってくる…では

すまされない

7
幽
．
麹

、

気
象
情
報
に

　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
＜
5
月
に
行
わ
れ
た
災
害
危
険
個
所
総
点
検

｛
　
　
《
　
卜
　
　
望
　
－
　
，
　
’
．

　
台
風
や
」
蒙
雨
な
ど
は
、
そ
の
襲
来
時

期
や
現
模
、
被
害
の
稚
度
な
ど
の
．
・
r
想

が
可
能
で
す
．
そ
の
た
め
、
事
前
の
対

策
次
第
で
被
害
を
最
小
隈
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
．
．
台
風
や
人
雨
が
近
づ
い

た
ら
気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
、
適

切
に
対
応
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
．　
し
か
し
、
卸
．
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地

域
に
集
中
し
て
降
る
集
中
豪
雨
は
、
そ

の
“
r
測
が
困
難
で
す
．
梅
雨
の
終
わ
ー
ー

ご
ろ
に
よ
く
起
き
る
集
中
　
蒙
雨
に
よ

り
、
中
小
河
川
の
氾
濫
や
上
砂
崩
れ
、

が
け
崩
れ
な
ど
大
き
な
被
害
が
・
・
r
想
さ

れ
ま
す
が
け
付
近
や
造
成
地
、
扇
状

地
な
ど
は
、
気
象
情
報
に
ト
分
注
意
し
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
万
全
の
対
策
を
た

て
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
．

日
ご
ろ
か
ら
の
対
策
を

　
ム
目
風
や
豪
雨
の
威
力
は
計
り
知
れ
な

い
反
面
、
事
前
の
対
策
で
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
．

　
い
ざ
と
．
．
．
．
口
う
と
き
に
備
え
て
家
庭
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
で
日
ご
ろ
か

ら
の
対
策
を
た
て
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
．
．
被
災
後
の
復
旧
に
も
地
域
の
協
力

体
制
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
．

2
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災
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■
台
　
風

　
　
熱
帯
性
低
気
圧
の
中
心
付
近
の
最

　
大
風
速
が
、
毎
秒
1
7
m
以
上
の
も
の

　
が
台
風
。
発
生
数
は
、
年
間
平
均
2
7

　
個
ぐ
ら
い
で
、
目
本
に
上
陸
す
る
の

　
は
そ
の
う
ち
の
3
～
5
個
程
度
、
8

　
月
末
か
ら
9
月
に
か
け
て
が
多
い
。

■
津
　
波

　
　
大
津
波
は
深
さ
数
百
m
～
数
千
m

　
の
海
底
地
震
が
原
因
で
起
こ
る
。
昭

　
和
5
8
年
の
日
本
海
中
部
地
震
で
は
、

　
死
者
1
0
4
人
中
1
0
0
人
が
津
波

　
に
よ
る
犠
牲
者
。

■
集
中
豪
雨
と
局
地
性

　
　
昭
和
3
2
年
、
九
州
を
襲
っ
た
集
中

　
豪
雨
で
は
、
長
崎
県
諌
早
市
付
近
で

　
1
日
約
1
1
0
0
㎜
の
雨
量
を
記
録

　
し
た
が
4
0
㎞
ほ
ど
離
れ
た
天
草
で
は

　
1
0
0
㎜
程
度
。
集
中
豪
雨
が
い
か

　
に
局
地
的
な
降
り
方
を
す
る
か
が
わ

　
か
る
。

■
大
雨
警
報

　
　
地
域
に
よ
っ
て
発
令
基
準
は
異
な

　
る
が
、
ふ
つ
う
1
時
間
雨
量
5
0
㎜
前

　
後
、
3
時
間
雨
量
8
0
㎜
前
後
、
1
日

　
雨
量
1
5
0
㎜
前
後
の
い
ず
れ
か
に

　
達
し
た
と
き
に
出
さ
れ
る
，

■
暴
風
雨
警
報

　
　
地
域
に
よ
っ
て
発
令
基
準
は
異
な

　
る
が
、
最
大
風
速
が
毎
秒
2
5
m
前
後
、

　
も
し
く
は
そ
れ
以
上
が
予
想
さ
れ
る

　
と
き
に
出
さ
れ
る
．
、
降
雨
量
と
は
関

　
係
な
い
．
．

■
警
報

　
　
重
大
な
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が

　
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
．
．
た
だ

　
ち
に
具
体
的
な
避
難
準
備
を
し
た
ほ

　
　
ぐ
へ
　
　
こ
　
　
エ
　
へ
げ

　
・
つ
・
カ
㌧
し

■
注
意
報

　
　
災
害
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

　
を
知
ら
せ
、
地
域
に
注
意
を
促
す
も

　
の
。
避
難
準
備
を
開
始
し
た
ほ
う
が

　
い
い
．
．

■
土
砂
災
害
　
　
　
，

　
　
我
が
国
に
は
①
約
－
万
カ
所
の
地

　
す
べ
り
、
②
約
2
万
カ
所
の
斜
面
崩

　
壊
（
山
崩
れ
や
が
け
崩
れ
な
ど
〉
、

　
③
約
6
万
カ
所
の
土
石
流
の
危
険
地

　
域
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
は

　
地
震
や
台
風
、
豪
雨
な
ど
に
よ
ー
ー
想

　
像
以
上
の
被
害
を
も
た
ら
す
危
険
が

　
あ
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
対

　
策
を
講
じ
て
お
き
、
避
難
な
ど
早
め

　
早
め
の
安
全
行
動
が
必
要
で
す
。

3
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昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
年
）
の
国
際
婦
人
年
と
昭
和
五
十
一

～
六
十
年
（
一
九
七
六
～
一
九
八
五
年
）
の
国
連
婦
人
の
十
年
を

契
機
に
、
国
内
外
に
お
い
て
女
性
に
関
す
る
施
策
が
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
日
向
市
で
は
、
女
性
も
男
性
も
、
と
も
に
い
き
い
き
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
型
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
の
女

性
施
策
を
総
合
的
に
図
っ
て
い
く
た
め
に
［
、
日
向
市
女
性
プ
ラ
ン
［

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
策
定
の
基
礎
調
査
と
し
て
昨
年
七
月
実
施
し
ま
し
た

「
日
向
市
の
女
性
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
の
結
果
を
、

今
月
号
よ
り
掲
載
し
ま
す
。

　
調
査
は
、
市
内
の
二
十
～
六
十
五
歳
未
満
の
女
性
一
〇
〇
〇
人

を
対
象
に
実
施
し
、
回
収
率
は
四
八
・
四
％
で
し
た
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
女
性
も
男
性
も
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
男
女
平
等
社
会
の
実
現
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま

し
よ
う
。

女
性
の
年
齢
別
就
業
状
況
革
位

脳
＼
贔

　
％
一

6
0
－
6
5
歳

h

ゴ
饗
噸
歴

（
買

「
日
向
市
の
女
性
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
結
果
報
告

　　ミで

窯と勇

男
女
共
同
参
画
型
社
会
の

実
現
に
向
け
て

go
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一　　　　　－　　一
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．．藁

．　　　　一

．票仕事に就いて

一　　　いない
≡百　30．7％

一　≡三

｝
一・ ｾ三一
一 仕事に就いている

69．1％

　本市の女性は、働くことにとても意欲的です。現在収入にな

るイ士事をもっている割合は69．1％にもなっています。年齢別で

みると、40歳代が最も多く90％近くを占めています。30歳代の

人の比率が低いのは、結婚または出産、育児で退職などによる

ものと思われます。特に子どもができたらいったん仕事をやめ、

大きくなったら再び働き始める再就職型（いわゆるM字型就労）

が多いようです。職業別では、パート・卸小売業・サービス業

等で働く人が多くなっています。

　以上のことから、女性が再就職型を最も支持していることが

明らかであり、今後、再就職へ向けての支援対策か課題です。

女性の就業率

職

業
ω
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女性の就労内容

演
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先
月
、
市
で
は
各
関
係
機
関
の
防
災

担
当
者
の
参
加
に
よ
り
市
内
の
災
害
危

険
個
所
総
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
．
．

　
今
回
の
点
検
に
よ
り
新
た
に
一
．
十
カ

所
が
危
険
個
所
に
指
定
ン
、
」
れ
ま
し
た
．

　
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
個
所
に
は
、
標
．
不

輸
が
㍍
．
て
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
　
　
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
危
険
個
所

　
　
　
　
　
　
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
避
難
場
所
の
確

漣
　
　
　
　
　
　
　
認
や
目

鍔酢．遂
」

Z

戸
．
－
μ
｝
’
r
‘
P

霧
馨
、

屡
騙
　
　
　
　
　
謡

　
‘
’
ジ
・讐

　
　
詳 　　

B
藏
、
蕩

良
主
防
災
組
織

難
纏

　
各
地
で
災
害
が
発
生
し
、
交
通
が
遮

断
さ
れ
、
す
ぐ
に
救
護
を
期
待
で
き
な

い
場
合
な
ど
は
、
自
・
．
L
防
災
組
織
が
力

を
発
揮
し
ま
す

　
自
・
．
L
防
災
組
織
は
、
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

認
識
の
も
と
、
．
区
、
公
民
館
等
を
母
体

と
し
て
結
成
y
・
、
れ
て
い
る
も
の
r
、
」
す

隣
保
石
川
の
精
神
を
基
本
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
分
担
の
活
動
を

　
　
行
っ
て
、
住
民
が
安
人
E
に
避
難
で

　
　
　
　
　
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
自
・
．
E
防
災
組
織
の

、
瀞
　
目
的
・
す
．

瑳，・
▼
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p
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㍉
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ピ

災
害
危
険
個
所
総
点
検

ご
ろ
か
ら
の
対
策
を
た
て
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
一

非常持出品を準備しましょう
●買重品

現金、権利証、甑h71貯金通帳、

免許証、健康保険証なビ

●非常食品

　かんハン、缶詰など火を通さ

ないで．も食べられる物．ミネラ

1レウ才一ダ一一、水筒など

　　F而Trm1

　　　蜘幽

◎＠

●衣類
　卜’着、ヒ着、タオル、紙おむ

つなど

●トランジスタラジオ

　1㌻備電池は多めに準備してお
く

∴’

●応急医薬品

　目薬、傷薬、胃腸薬、救急ば

んそうこう、包帯など〔病人や

お年寄りの常用薬を忘れずに〕

㊧

　．．．…　隔”・・覧

ミ　る

●照明器具

　懐中電灯〔できれば・人に一
個」二身電池を忘れず八ろうそ

く｛安定する太くて短いもの｝、

o、 ～ ¢轟㊥
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日
向
市
南
部
地
域
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

署屠
や頴

塾一一

蛇層．

擢
セム　　ノ

L卜l

l“

Y

鐙」

＝』』ぜ’
歯
　　　　、・ぜ差
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㍉
　
　
．
距

　
　
　
怖
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・・．4 E一

｡・，
．『 E．一関粥毛」

，
み

　
美
々
津
・
別
府
地
区
に
市
内

で
一
一
番
目
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
が
建
．
賦
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
来
年
四
月
開
設
に
向
け

て
「
圭
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
．
．　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

は
、
六
卜
五
歳
以
ヒ
の
身
体
」

ま
た
は
精
神
L
干
し
い
障
害
が

あ
り
常
時
の
介
蔭
を
必
要
と
す

る
方
が
居
宅
に
お
い
て
週
切
な

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
入
所
で
き
る
施
設
て

す
．
．
　
現
在
、
我
が
国
の
平
均
寿
命

は
年
々
伸
び
税
け
、
今
や
世
界

有
数
の
長
寿
国
と
な
り
、
出
生

率
の
低
下
も
重
な
り
、
急
速
に

高
齢
化
社
～
か
進
展
し
つ
つ
あ

り
ま
す
．
日
向
市
も
平
成
六
年

四
月
．
ロ
ロ
朋
況
卜
仕
、
　
L
ハ
ト
圧
m
戚
以

ヒ
の
高
齢
者
数
の
人
目
に
ト
ロ
め

る
割
合
は
、
　
一
．
．
．
・
L
パ
ー
セ

，
ン
ト
と
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
じ

状
況
に
あ
り
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
昨

年
度
「
日
向
市
老
人
保
健
福
祉

陰
画
」
を
策
定
し
、
本
格
的
な

心
尚
齢
化
社
会
に
対
応
て
き
る
よ

う
に
取
り
組
ん
矢
い
ま
す
．
そ

の
，
㎡
画
の
施
乏
軟
偏
対
策
と
し

て
、
今
回
の
特
別
養
識
老
人

ホ
ー
ム
の
建
．
賦
と
な
っ
た
わ
け

て
す
．

　
現
在
、
市
内
に
勃
別
歪
護
老

人
ホ
ー
ム
は
、
富
」
尚
地
区
に
定

員
五
L
I
人
の
施
設
が
一
カ
所
あ

る
だ
け
で
、
入
所
し
た
く
て
も

入
所
で
き
な
い
方
が
約
九
十
人

い
ま
す
，
中
に
は
、
．
．
年
以
ヒ

も
施
設
が
空
く
の
を
待
っ
て
い

る
方
も
い
て
、
そ
の
廷
設
が
急

が
れ
て
い
ま
し
た
一

　
今
度
美
々
津
に
建
一
賦
さ
れ
る

施
設
は
定
昌
、
斤
卜
人
の
も
の

「」

A
入
所
待
機
者
の
ψ
レ
数
の
方

が
入
所
て
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
．　
ま
た
同
時
に
、
こ
の
地
域
の
在

宅
福
祉
の
拠
占
…
と
な
る
べ
き

「
在
宅
圏
点
団
長
セ
ン
ダ
ー
」
、

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
．
｝
、
「
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
」
を
併
設
し
、
1
1
向

市
の
老
人
稿
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
す

　
建
、
酒
肉
は
、
美
々
津
町
の
市

道
田
の
原
線
沿
い
の
小
高
い
丘

陵
地
て
、
日
・
阿
灘
が
一
”
曳
き

る
絶
好
な
、
そ
し
て
閑
”
呼
な
所

で
す
…

　
こ
の
施
．
丸
は
、
社
会
福
祉
法

人
「
■
げ
縫
会
」
（
黒
木
、
昨
彌
理

事
．
長
）
が
、
国
や
市
か
ら
の
補

助
と
理
事
長
づ
が
私
財
を
投
じ

て
建
誌
し
、
運
営
も
同
法
人
に

よ
’
て
民
豆
的
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
・
て
い
ま
す

　：まノ．1．｝．1：［11iTう巾まび）駐亀を到」／＝分’　し

和’、す解｝ししり駈戚　＝『ξしう．念見送i受に参た
」．『．ごロ冠∫、ンまロ
1　　、　l　lよ　」　．す．　i　ll

・　峯畠 7　 ’なび．）　7
11q

ホ「司6り／計力・てu脚）で．

1に日月な’キは
クノ｛i自1び）カ」パ．ヤ毎

スフ応仁多フンf呉
楽．7革めいマフ．
をロ［・1．1にてロか．illl

レ乙　「　び）辻工　し　1　f」．　⊥

に　ズ　．一　鋤　　よ　ズ　わ　∫1

そゴ　女・f　重き　ノ、　’）　 しγ）　オし　ノ、

きダ．とフね一フr．こフ
まイし一・7．．7い7

コ訓

言
r
は
好
き
㌃
す
が
、
そ
の
．
．
人
以

外
は
ハ
フ
マ
ロ
ー
ズ
に
あ
ま
り
興
味

は
な
い
で
す
．
私
は
す
べ
て
の
球
団

に
好
き
な
選
手
が
い
ま
す
．
．
で
も
、
好

き
な
チ
ー
ム
は
脂
に
あ
り
ま
せ
ん
団
．

私
は
、
福
岡
ド
ー
ム
に
行
っ
た
の

は
．
．
回
目
㌃
し
た
．
仁
当
に
素
賄
ら

し
い
建
物
て
す
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
市
に
あ
る
国

一71

j
ス
・
セ
ン
ダ
ー
に
宮
崎
の
オ
ー

シ
瀞
、
ン
・
ド
ー
ム
の
よ
う
な
屋
根
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
ド
ー
ム
親

部
所
は
あ
り
ま
せ
ん
．
．
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
天
一
番
た
き
い
既
技
所
は
、
こ

．
れ
も
ま
た
メ
ル
ボ
ル
ン
市
に
あ
る
メ

ル
じ
、
・
ル
ン
・
ク
リ
ケ
ッ
ト
・
グ
ラ
ウ

⇔
島
閥
プ
ロ
野
球
観
戦
ツ
ア
ー

体
長
3
メ
ー
ト
ル
の
タ
カ
ア
シ
か

す
こ
か
っ
た
で
す

ン
ド
＼
す
．
…
満
員
時
に
約
卜
一
万
人

が
入
れ
ま
す
，
私
は
行
っ
た
事
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
も
た
変
素
晴
ら

し
い
所
だ
そ
う
で
す
．
、

私
は
福
岡
市
も
好
き
’
．
」
す
　
私
の

出
身
の
ア
デ
レ
ー
ド
ヒ
同
じ
一
⊃
へ
、
一

万
人
以
ヒ
の
都
市
1
．
」
す
が
、
ア
デ

レ
ー
ド
レ
一
福
岡
は
八
E
然
似
て
い
ま
せ

ん
．
も
し
福
岡
と
ア
デ
レ
ー
ド
を
比

べ
れ
ば
、
ア
デ
レ
ー
ド
の
方
が
と
て

も
広
く
て
静
か
な
都
市
で
、
と
て
も

の
ん
び
り
し
て
い
ま
す
．
．
ま
た
ア
デ

レ
ー
ド
に
は
高
い
建
物
が
と
て
も
少

な
い
又
す
．
ほ
と
ん
ビ
は
ア
デ
レ
ー

ド
の
．
．
・
九
㎞
の
中
心
部
に
集
巾
し

て
い
ま
す
．
’
「
．
㌧
す
か
ら
福
岡
に
行
く

は

度
、
私
は
少
し
ビ
き
ビ
き
し
ま
す
．
旧

応
援
団
の
メ
ン
バ
ー
の
あ
る
人

は
、
福
岡
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
首
都
の

ク
ア
ラ
・
ル
ン
プ
ー
ル
は
と
て
も
似

て
る
と
．
目
っ
て
い
ま
し
た
．
…
私
は
．
　

回
ク
ア
ラ
・
ル
ン
ブ
ー
ル
に
行
っ
た

こ
レ
か
あ
り
ま
す
が
、
私
も
そ
の
人

の
意
見
に
賛
成
し
ま
す
．
…
実
は
福
岡

市
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ボ
ー
市
と
姉

妹
都
市
関
係
が
あ
り
ま
す
．
こ
れ
は

下
馬
「
」
し
ょ
う
か
？

　
翌
日
、
海
の
中
口
公
園
の
水
族
館

マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
に
行
き
ま
し
た
、
、

海
の
生
物
が
．
．
．
．
．
つ
穫
領
い
る
そ
う

で
す
．
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
一
．
名
F
卜
体
長
、
．
．
メ
ー
ト
ル
の
ダ
カ

ア
シ
ガ
ニ
は
す
ご
か
っ
た
て
す
、
．
私

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
た
ま
に
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
い
た
し
、
日
本
て
防
水
カ
メ
ラ

も
買
い
ま
し
た
の
で
、
海
の
中
で
写

〔
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．
、
も
し

諺
の
中
で
こ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
生

物
が
い
て
、
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
っ

て
か
ら
シ
ユ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
再
開

す
る
と
思
い
ま
す
．
、

　
こ
の
後
、
私
達
は
ビ
ー
ル
上
場
を
見

．
．
r
し
ま
し
た
、
、
私
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
あ

ん
ま
り
飲
み
ま
せ
ん
が
、
こ
の
工
場
は

す
ご
く
ハ
イ
テ
ク
で
、
と
て
も
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
．
．
私
は
ジ
ョ
ッ
キ
の
半

分
だ
け
飲
み
ま
し
た
，

粘
局
、
夜
七
時
一
．
．
っ
分
ご
ろ
日
向

市
に
居
っ
て
き
ま
し
た
．
…

　
今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
と
て
も
疲
れ

ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
旅
で
し

た
団
、
私
は
撮
っ
た
写
真
の
現
像
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
，

　
と
こ
ろ
て
次
の
ツ
ア
ー
は
い
つ
’
「
．
」

す
か
？
　
　
・

日向路だより
【東郷町】

東郷町観光協会写真コンテスト

　東郷町特有の聴しい自然・歴史。

民俗・．文化などを写真を通して広く

知っていただくために、写真コンテ

ストを開催します

　東郷町の全域を対象にした題材の

もので、どなたでも応募てきます，

　譜しくは、東郷町観光協会牧水公

園写真コンテスト係〔倉69－77

2（りへ．

【西郷村】

9ワ0年の伝統「御田祭」

　970年の伝統をもつ御田祭が7月

2日・311に行われます

　21iは、第2「1川l111田植唄4こ国大

会、ふるさと芸能大会、花火大会が

あり、3日は、ヒ円野神社降神神事

で始まり、．米．米フェステfバルなど

さまざまなイベントが予定されてい

ます

　、1下しくは、西当郎季ナ石こi由［II果〔奮6

6－311Dへ．
　
　
　

く
1
村
ム
ス
8
天
多

し
3
郷
一
の
ら
屋
．
．

一ムで星空観測

のスターウオッチングを7月28

ら8月IOHの期間の内の1目、

屋天文台「昴ドーム」で開催し

　多くの方の参加をお待ちして

す

しくは、北郷村役場企画開発，；果

62－611Dへ

り
始
ま
す
汗
一
北
ド
夏
か
塾
す
ま
詳
倉

　
　
　
　
　
6
一
昂
　
H
中
ま
い
　
一

【諸塚村】

にぎわっています

　　　　「もろっこはうす」

　匡D亘327号線沿い、村ii原橋横にオー

ブンしました特産品販売所「もろっ

こはうす」は、連日大盛況です，

　特に、」L神楽だんご”お弁当などは、

乍前中に冗り切れるほどです．外に

も、村内の特産品をたくさん．集めて

いますので、ぜひお．L：’1ち寄りくださ

い．、

’1；ξ業汁ぎ匡冠■8：3〔〕～i8：00

定休II■毎週木曜日

7
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文化財についての局い含わせは市社会教育課〔雪内縁2424）へ

ま　メ　　も

てか最目
．ま少近わ
近な　、れ
F．（はて
；日　な　ヒい
斗乏一ノFう一ま

．一 @　r一　　I　　rL
ト　　と　　レ　　ヨ

滉おて

享
年
も
ア

・
ン
ー
「
ス
、
／
力

　
比
目
ン
ご
・
～
ぜ
り
酊

カ
　
ア
カ
ウ
、

息
数
が
減
少

　
、
　
　
　
り
一
　
　
F

「
　
　
　
　
亘
．
’
ノ
ー

て
｛
呂
崎
の
砂
－

≠
￥
，
伊
座
以
士
ム
ル
ヨ

　
　
一
　
ん
こ
学
田
」

畠
イ
固
ま
レ
；

て
　
辰
な
規

．
　
．
、
　
．
．
．
具
ド
一
F

　
　
　
　
I
’
－
　
．

　
レ
；
丁
．
つ
力

卵
を
・
匡
む
カ
，

．
り
、
こ
の
ま
キ 妨斎；

　’一　の
に」）数

なうは
れち九
る成　ト

の長個
は　㌧か

課六1く既ヤカ

籠弾碁
乱月琴1界、・’ズ
L　に　　的　し　たの
てか動に　よ　　ト
卵け物’｝　う　　F†

ガ
ズ
リ
放
も
寝
減
す
る
も
の
　
「
．
、
は
な

い
か
レ
一
心
．
配
さ
れ
て
い
ま
す

　
ン
．
」
て
、
仁
市
て
も
’
川
年
、
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
の
L
隣
－
”
熔
㌧
．
一
れ
て
お

・
■
．
、
な
一
年
－
も
害
一
月
目
の
中
旬
ご
ろ
・
か
ら

一
カ
メ
が
あ
か
っ
た
の
を
見
た
一
ヒ

い
う
便
．
■
4
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た　
レ
一
う
も
今
年
は
早
い
与
期
か
ら
ヒ

陸
」
始
ま
り
そ
う
な
の
で
、
ヒ
陸
数

も
隠
卯
数
も
昨
年
を
た
き
く
ヒ
回
っ

で
、
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

ま
し
た
が
、
ヒ
陸
は
す
る
も
の
の
卵

も
μ
厘
ま
ず
に
た
偉
原
へ
－
二
U
ダ
ー
ン

し
て
行
く
カ
メ
リ
ほ
レ
一
ん
　
　
し

，
．
・
，
ガ
ワ
カ
り
し
て
し
ま
い
ま
す
．

　
そ
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
そ
う

＼
す
カ
、
や
は
．
り
環
境
の
変
化
が
．

番
に
考
え
ら
れ
ま
す
　
カ
メ
を
．
取
り

巷
く
環
境
が
何
か
変
わ
っ
て
き
て
い

る
と
這
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
．
．

　
水
質
、
大
雨
、
砂
浜
を
疾
走
す
る

四
駆
、
人
の
声
．
、
強
い
光
、
そ
れ
レ
　

も
…
．
そ
し
て
、
そ
の
変
化
が

や
カ
　
ず
．
、
私
た
ち
人
聞
に
も
影
響
し
て

く
る
こ
レ
ま
間
違
い
あ
．
り
ま
せ
ん
．
．

－
は
ら
く
の
問
は
、
カ
メ
を
そ
っ
と

見
守
る
次
勢
が
大
切
目
し
レ
小
う
．

（89

N
、
美
々
津
海
岸
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
）
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▲早く見たいな、ハマユウの花

　6月13日、伊勢ケ浜に富高幼稚園の園児150人か、ハマユ

ウの球根30DO個を植えましたハマユウは、県の花てあり、「は

まゆう¢ふるさと海岸つくり」の一環として，日向土木事務

所か行ったものてす，

父の日、花束贈呈レ

　6月17日、父の日

を前に、日向市地域

婦人連絡協議会よ
り、市長，教育長そ

れぞれに花束か睡ら

れました代表して副会長の丸岡花子さんか「市民の父、三樹市長．

教育の父．L］聾教育長、これからも健康で業務に携わってください、

と花束を手渡しました．

往松中「向1本写1」秋　Ilド

　　　　臼：　　　　　野
伊伊1地

蛤
碁
石
に
関
す
る
古
文
書

（
明
治
初
期
）
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
本
市
特
権
の
蛤
碁
白
を
、
国
の
伝
統

［
悼
．
耳
品
と
し
て
指
定
を
受
け
る
た
め
、

資
椙
を
収
集
中
で
す
．
指
定
に
は
、
碁

石
の
歴
史
性
［
つ
］
年
〕
を
融
明
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
が
，
そ
の
資
朴
か
見

つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
．

　
碁
石
に
騙
す
る
資
口
刊
を
お
も
ち
の
方

は
、
　
間
ひ
市
商
L
観
光
果
［
君
内
線
2

6
3
4
｝
ま
て
こ
連
日
く
た
さ
い
．

愛の

二寄付
　　　　〈敬称略〉

香典返し（5月3旧現　在）

〈社会福祉協議会扱分〉
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．
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ト
ミ
p
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f
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戸
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キ
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ツ
ヤ
f

シ
ズ
エ

挙ヨ

素晴らしい歌声に聞

きほれましたレ
　6月11、　12E∋、　而

文化交流センターで

第8回日向木挽唄全
国大会が行われ、916

人か参加し，のどを

競い合いました，

　参加者は，思い思

いの服装で登場し，

歌声を会場いっぱい

に響かせていまし
た，日本一には，塩

見の細川義友さんが輝きました。

　また、会場では、社会福祉への募金活動も行われ、13日、その募金を実行

委員長の後藤荘吉さんが社会福祉協議会へ寄付しました。

　のヨ　　　　　　　　し

顧騨一一・・

｝
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工
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さん、中央、書の部で市原正廣さん．右か、それぞれ選はれました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

▲一生懸命作りました、お弁当

　国酒・東草場の子供会が、婦人ボランティアや高校生ボランティアと一

緒にお弁当を作り、地区のひとり暮らしなどのお年寄りたちに配りました。

　お弁当には、「みんなで作りました。めしあがってください．」などと書

かれたメッセーシか添えてあり、大変喜はれました．
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献血は心の贈りもの
　　7月のスケジュール

21日木　ダイ］ニー日向店10：00～16：00

22日金　日産サニー日向営業所　10：00～11：00

　　　南日本ハム12：30～16：0Q

29日全　日向市役所〔成分｝　10：00～16：00

5月中の交通事故（日向市分・内　號

発　生　死　亡　負傷者　物損事故
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☆広報ひゆうがに載った写真を差し上げます。

★連絡先／

　市企画課・広報統計三二52－2111内線2213
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あなたの地区の国民年金委員だ跳年金についてこ相談奄お受けしま跳

　氏　　　名　　　　rl　　所
林．賢丞∫II：：北1町目1

甲斐臼　∫・富高61〔18一旨

甲イ（千［［ゴート町．1－11

’女　1．　「　　　 　　｝　1　窪r｝　　 jF－　　　　　　E　L　i　1
｝．

δ
一　 1　　1

り1；須　　「瑚「」’1￥高111

∫1．イく武瓦ill高5937一で

Ψ木・F義佃見6398

佐1蔭　　ノJ塩見固9

松乍　　留　塩見2うm

甲木キミ工財光．lj＝r3〔12司

山Il【保　ゴ・財光．1，・283－191

高橋1摯：丈　財光皐119〔～一2

彫1　！ヒ　クレL　桟｝　1【」ん苛318．1－5

1｝

忠ｪ目　　lll尤、～｝27111－65

i亨田政イト財光、㌧・15｛｝

画i11　疎一1胱むh27－18

厭．排ど⊃世職・5－1

田中　　通　蚕彊町3一；一1

　レf　　　　C：目製1ロペ］】735

1［1乍・←1　　向江町］一61

甲イくキイノ富高6266－2

rl．勝浪次郎

「且iイく年

［けi［1屋152〔lll－1　　梶イく町レー2・梶木

　壬日　」「1　地　［べ：　　亀1，舌蕾レ」』

ド1　ヒ　　トij　　　　 者1；　［｝ij　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5 2　－　 1
　
i
　

l
　
　
l

化ケIL　　　　　　　　　5：‘一16M
　　　　　1i」．　一　　 イミ　［II 」．

@一　　し　5　監　1トi｝．　一　
1
　
｝
」
　

1：「」． @　　　　5 2　一　：3
：
3
　
1　8

　．∵　　　　　．一一　　52－5655

中原・高値喬通・トリ1見　一ウー61｝85

［晦川内・4忌谷　　　　　．〕3．l1596

1処野　　　　　　　　　う一93B

j’田・中fl　　　　　　52一【552

　　　　　　　　52一【876
1［「卜’田」山ド　　　　　51－2253

kゴL団地　　　　　　　51－2235

往還・待二日1」．・沖［11」．　　51－3285

L刀耳る1［［2　　　　　　　　　51－9361

切島1［口　　　　　　　　51一けけ51

松原　　　　　　　　54－55δ2

川路団地・比良　　　　　　　　M－n53、｝
上．ヒ良1町．1－5
　　　　　　　　54－9325
看で「田r1～3　　　　　　　　52－61～12

亀崎東・亀崎中　　　　　　　　52－761け
「［」1［田」．1－2・ゴ琶山、｛jrIj　　　53－2953

「｝i卜日向台　　　　　52－6935

　　　　　　　　53－1725

・1・．1汀

イ1川

　ナ虹日計［鵬i12mH－B！～

lE　rL　高砂田1’21－2

　　原町2－1－2け

ノく　｝三田」．1．～2・ノく　Eぞ許　　　　52－685虻〕

高砂町．・新’i’田rl－2　　53－31．19

原町．1～2　　　　　　　52－385δ

　氏　名　 住　所　 担当地1く．　電11占盃写
艸　伽1見原町3－1－7　　1」川、目　　　　　527571

1蹄r．1・t忠メ　1由II斗モ1628［1－2　　永　田」．1一一3　碍1．　　52．23ilP

一宮　朔隙鴇82一］9：3二公1樋り・櫛酬11馳■・團
ノ、■一三1遡江良町：3－12］　　1良町旧　　　　52－8．；98

林旧づ山際τ　「、！1刈』i…1徳島．矧22
rlr／卜召一．二日礁1ゴ19一一惜1旧一コ．嵜・け，52－7：琳

日　rl．’1健‘目　中堀［ll］2－912　　中堀1’［1．1．．　li　lll．勢・．浜　5：う一22111

　樹次男曽根川2－65　　曽歓lr」1．．．1・占｝　1　　53一唄73

佐藤　　堅　［i知犀一889　　　凝田1　　　　　　　　，｝3－2255

疋田義男　［1｝i1り　粥811－89　　塩川・塩田団」也　　　　M一け．、．；2

目高ノP朝次r！1；糊島151　　　　　宮の1rlヒll々谷・伊．勢　　53－191述

児h～i｝伎≠田島81i9　　　げ・i．」’、坂地鼠　52－6917

ノく二二　ゴ・iD／【【屋2329　　　1昏ボ野rl「・II∫［E　　　　　5：当一1922

白川　　♂’了　1ド1～｝312－1　　　　1吐野1」｛・1「野中・｛純宮　　57－U22

踊　E蹴嬉　9｝死岩2156　　　　き’ケ11、径封酒　　　　5717川

1且『こ　林－・「宕321τ　　一一．剛く・侍」託　　．．　一　572：う5け

髪巳　　i三　1｝‘　目rii　　』r￥ヒ｝1〔b739－1　　　　　艮署　　ん直少　　　　　　　　　　　　　57　1　　1

イ｛田　叶こク、　幽r7L｝5291－2　　　秋留　　　　　　　　　57－1173

川　イく看［［ゴ・・！㌃脇27　　　　　｛二見　　　　　　　　　コs－121当3

小林†．た　　脇1けδ9　　　　・｝・脇・飯卜　　　　　．18一けけ，：う

イ1．［HマツIP．プ々津llll．121P　　「ヅの1・・高松・　既　　　58－1〔176

｝；ギ　　lII　≠曳　　ノ＼　二　た丞「fセIH亙ib7－1　　．垂Fξ　翌　・2．ヨf⊃ll　一写1」rf∫　　　　　　　．〕8一〔ト18〔」

橋lI義人　庭々｝田」‘3P71［　　新旧1・、’・量　　　　　　58－132］

吉川扁た黒々μ班∫5271　紬　　　　　 15s一。79旦

「1三イく　　圓　追々，μ均．57：35　　川の原　　　　　　　　58一］76．1

●保健婦だより●

成人病教室を実施します

　市では、6月下旬から8月にかけて下

記の要領で各種教室を実施します。

〈教室名〉．①　貧血教室

　　　　　②　高脂血症教室

　　　　　③　肝臓病教室

　　　　　④　糖尿病教室

〈対　象〉　昨年、成人病健診を受診し

　　　　て異常のあった方（家族を含

　　　　む）、または受講希望の方

〈会　場〉 　各教室それぞれ市内8～14

カ所にて実施

　成人病は、毎日の食事や運動など生活

を改善することでチ防できます。危険因

子をふだんの生活の中から取り除くため

にも、ぜひ参加してみませんか。

　問い合わせば、市健康管理センター（倉

内線21811へ，

住民票等の証明印が変わります

　平成6年8月1日目ら住民票等を迅速かつ1直止に発行す

るために、住民票等の証明〔llがコンピューター出力の電f一

公印に変わります、

　この電」’一公印は、従来の朱肉での公印と違い黒色で出力

されることから、fi三民票や印鑑証明書㍉．1ま、偽造防1ヒ用の

特殊な用紙『k発行されることとなります、

　謡しくは、市民課窓11係〔盈内線2134）まて

7月は“社会を明るくする運動“月間です

　　　　ふれあいと対話が築く明るい社会

照日自市観光絵はがき発売塗

　市観光協会では、日lllj市の観光絵はがきを作成しました

絵はがきは、5枚1組で200円です．

　市観光協会で販売していますので、li∫外の親戚や友人へ

の便りには、ぜひご利用ください

絵はがきの種類

　　目向山甲グリーンパーク、馬ケ背、伊勢ケ浜、美々津：町『

　並み、日向ひょっとこ夏祭りの5種類

17
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自主学習グループ⑬
フラワーアレンジメント

り発足はいつですか

　今年の．i月です生涯」冒で習ったのがきっかけで．

その後も自L学習グルーブとして活動しています

りPRをどうぞ

　現在、花が好きな9人力集まって行っています

フラワーアレンジメントとは．簡単にいう吐、洋風

の生け花ですね　小さなカゴや鉢なピのヒに、オア
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　インテリアの一、1i；として飾っておくと、部屋中が
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の好きな皆さん、一不胤こアレンジしてみませんか
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市役所は費52－2111（代表）です。

お
し
ら
せ

●
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

　
見
直
し

　
市
で
は
、
今
年
度
に
農
業
振

興
地
域
ザ
備
…
計
画
の
．
部
5
1
直

し
を
行
い
ま
す
．
こ
の
計
画
は
、

お
お
む
ね
m
年
を
見
通
し
て
農

イ
振
興
地
域
に
お
け
る
上
地
利

用
や
農
業
生
産
な
ど
碧
山
全
般

の
へ
し
合
的
な
振
興
方
策
を
定
め

た
も
の
で
、
今
回
は
農
用
地
区

域
の
見
直
し
が
し
体
と
な
り
ま

す　
こ
の
た
め
、
見
直
し
中
は
農

用
地
区
域
の
町
端
、
除
外
は
ぐ

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
．
帰
し
く
は
、
市
農
林
水
産
誌

［
a
内
尾
線
2
3
1
3
｝
へ
．

る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
な
お
、
倹
診
日
は
各
医
療
機

関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

居
住
地
を
管
由
…
す
る
保
健
所
に

あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
．

●
商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
7
月
－
日
現
在
て
商
業
統
計

調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　
今
回
は
、
卸
・
小
売
業
の
事

業
所
が
対
象
ζ
す
．

　
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

い
て
、
．
展
思
し
た
事
業
・
E
に
は
助

成
金
の
制
度
も
あ
り
ま
す
．

◇
相
談
時
間
1
1
毎
週
月
曜
か
ら

金
曜
の
午
前
8
時
初
分
か
ら
竿

後
5
時
ま
で

◇
問
い
合
わ
せ
1
1
市
高
年
齢
者

職
某
相
鹸
室
唇
内
線
2
6
3

6
へ
、
ま
た
は
、
日
向
公
共
職

業
安
定
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日

向
〔
費
．
）
4
1
3
1
〕

ぼ
し
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う

　公職の候補蓄又は公職の候補者となろうとする

者（公職にある者を含む）は、当該選○区内にあ

る者に対し．答礼のた1⊃の自筆によるものを除き、

年賀状、寒中見舞状．暑中○舞状その他これらに

類するあいさつ状を出してはならない。

　　　　　　　　　　　　　　（法第14？条2）

　上のこ）にはどんな文字があてはまりますか？答

えをハカキに書いて〒883日向市本町10番5号

日向市役所選挙管理委員会あて7月11日までにお

出しください．正解者多数のときは、抽選で3人

の方に記念品をさしあげます、

　なお、ハガキには住所・氏名・年齢と電話番号

をはっきり記入してください。

　先月号は「挙」「務」「す」が正解で、応募13人、

正解10人でした。抽選の結果次の方に記念品をさ

しあげます。（敬称略）

1．石田小百合（曽根町＞　2木村厚子（秋留）

3護部一孝（原町）
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に

委
託
医
療
機
関
（
宮
崎
・
延

岡
・
1
1
南
県
』
法
病
院
、
国
ぴ
．
都

城
病
院
、
小
林
市
疏
市
民
病
院
〕

に
お
い
て
字
施
し
ま
す
．

　
受
診
料
は
無
料
「
」
す
の
で
、

健
硅
管
理
の
た
め
に
受
診
ン
、
」
れ

｝　亜覆肩

レ

商■会議所の移動経営相談所

とき：．7月2田ll水1

　　　　　　　’r前川1ト．12時
ところ∵EI向ri∫丈々津芝1り「

　　　　　　倉58－1 1けi

内　容：塩　な・翁融・税務なレ
　　　　邦…；ケに関する個別相IIノ、

問い合わせ．U向商11∫、。義所

　　　　　　歪雪52－5131

●
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

　
市
役
所
内
に
開
設
さ
れ
て
い

る
高
年
齢
者
職
業
相
炎
｛
ム
去
．
」

は
、
弱
歳
以
L
衡
歳
未
満
の
方

の
職
業
相
談
、
求
職
者
受
付
、

職
業
紹
介
な
ど
行
っ
て
い
ま

す
．　
ま
た
、
求
人
者
柑
砿
も
行
っ
て

「2

●
市
営
プ
ー
ル
・
海
水
浴
場
の

　
監
視
員

〈
大
王
谷
市
営
プ
ー
ル
〉

◇
募
集
人
員
1
1
男
．
r
B
名
、
女

．
」
3
名

◇
賃
金
一
1
日
額
5
0
0
0
円

◇
資
格
1
1
高
校
3
年
生
以
ヒ
の

健
康
で
泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
方

◇
監
視
期
間
1
1
7
月
1
7
目
（
H
〕

～
8
月
黒
日
（
水
｝

¢
監
視
時
間
1
1
竿
前
9
時
3
0
分

～
午
後
7
時
3
0
分

◇
申
し
込
み
方
法
1
1
所
定
の
申

し
込
み
用
紙
に
履
歴
書
及
び
承

諾
書
（
表
成
年
者
の
み
〕
を
添
え

て
、
公
共
施
設
管
理
公
社
〔
容

r
5
1
7
1
7
4
｝
に
提
出
し
て
く

だ
y
．
」
い

◇
申
し
込
み
期
限
1
1
7
月
8
日

…
，

下水道課からのお願い
まちにうるおい

　　『下水道工事のお知らせとお願い』

工事をはじめます

　汚水管を布設する面整備の工事を、北町地区と花ケ

丘地区ではじめます。

交通規制などにご協力を

　工事実施地区では、車両通行止め、片側交互通行な

どの交通規制により、地区内の住民の方々をはじめ、

通過車両等にご迷惑をおかけしますが、看板の表示、

安全対策等には十分配慮しますので、ご理解とこ協力

をお願いします。

※工事についてのお問い合わせば
　　　　　市下水道課工務係（雪内線2624、2626）へ。

ン
ム
〔

イ　　ン　1フォ．メ　　一．ショ

1MF1011R目M

〈
海
水
浴
場
〉

◇
募
集
人
員
口
男
．
r
協
名

◇
賃
金
1
1
日
額
5
6
0
0
円

◇
資
格
1
1
高
校
3
年
生
以
し
の

健
康
で
泳
ぎ
に
自
信
の
あ
る
方

◇
監
視
期
間
1
1
7
月
2
1
目
（
木
｝

～
8
月
3
1
日
（
水
〕

◇
監
視
時
間
1
1
竿
前
8
時
濁
分

～
．
「
玖
又
5
ヒ
ず

　
ノ
　
　
’
f
　
　
　
　
巨

◇
申
し
込
み
方
法
1
1
所
定
の
申

し
込
み
用
紙
に
履
歴
菩
及
び
承

若
詐
（
未
成
年
－
者
の
み
　
を
添

え
て
市
商
「
観
光
誌
唇
内
線

2
6
3
5
　
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
ぐ
申
し
込
み
期
限
1
1
7
月
8
日

●
「
一
日
お
母
さ
ん
の
日
」
の

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
市
内
に
居
住
す
る
父
．
士
世

帯
の
小
・
・
中
学
生
を
対
象
に
7

月
玲
日
〔
ヒ
）
、
1
7
目
〔
日
｝
に
「
．

日
お
母
y
・
ん
の
日
一
を
行
い
ま

す
今
同
は
、
1
泊
2
日
で
北

浦
町
へ
の
ふ
れ
あ
い
小
旅
行
を

計
画
し
て
い
ま
す
．

　
こ
の
2
日
間
、
．
r
ど
も
た
ち

の
お
母
さ
ん
に
な
っ
て
い
た
だ

く
「
お
母
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
、
隼
備
や
ゲ
ー
ム
指
盾
7
、
危

険
防
止
の
観
察
な
ど
を
し
て
い

た
だ
く
「
ス
タ
ッ
フ
ボ
ラ
ン

テ
で
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

◇
お
母
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
－

訓
歳
一
油
煙
の
宿
泊
吋
能
で
2

H
問
と
も
参
加
で
き
る
女
性
．

◇
ス
タ
ッ
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
1

市
内
在
住
で
1
8
歳
以
ヒ
の
宿
泊

可
能
で
2
目
間
と
も
参
加
で
き

る
方
一

◇
募
集
期
間
1
1
7
1
1
9
日
ま
で

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
目

日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会
〔
容

一
，
9
＝
D
7
9
｝

●
平
成
6
年
度
宮
崎
県

　
保
母
試
験

◇
試
験
日
程
5
1
8
月
9
日
〔
火
｝

～
1
2
日
［
金
）

◇
試
験
場
所
1
1
宮
崎
公
立
大
学

◇
受
付
期
間
1
1
6
月
2
7
目
（
月
）

～
7
月
8
日
（
金
〕

◇
申
し
込
み
先
1
1
宮
崎
県
福
祉

生
活
部
児
屯
家
庭
課
（
〒
脚
宮

崎
市
橘
通
東
2
1
m
1
1
｝

◇
問
い
合
わ
せ
目
実
施
要
綱
お

よ
び
受
験
願
書
な
ど
詳
し
く
は

市
福
祉
事
務
所
児
童
母
．
r
係

（
倉
内
線
2
1
6
3
）
ま
た
は

下
心
福
祉
生
干
玉
戸
旧
ん
侃
果
家
山
陛
N
運
跡

唇
0
9
8
・
〕
あ
7
0
5
7
〕

●
第
2
6
回
宮
崎
県
統
計
グ
ラ
フ

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

　
県
民
に
対
す
る
統
計
思
想
の

普
及
向
上
と
統
赫
の
表
現
技
術

を
磨
い
て
い
た
だ
く
た
め
、
県

ド
の
小
・
中
・
高
校
生
・
大
学

生
及
び
．
般
か
ら
統
計
グ
ラ
フ

を
募
集
し
ま
す
．

◇
課
題
1
1
自
由
．
た
だ
し
、
小

学
校
3
年
生
以
下
は
、
旧
訓
が

自
分
で
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ

フ
に
し
た
も
の

◇
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
目
〒

……

{
崎
市
橘
通
東
2
1
m
1
1

宮
崎
県
企
画
堅
陣
．
韻
統
寸
課
内

宮
崎
県
統
計
協
会
（
8
0
9
8

5
［
2
6
7
0
、
1
9
二

◇
締
切
日
1
1
9
月
6
H
（
必
着
｝

●
国
家
公
務
員
採
用
皿
種
試
験

　
人
事
院
で
は
一
般
官
署
、
郵

便
1
4
、
税
務
署
等
の
初
級
係
員

を
採
用
す
る
試
験
を
行
い
ま

す
．
　
　
　
　
　
　
’

◇
受
験
資
格
1
1
昭
和
届
年
4
月

2
日
〔
郵
政
は
昭
和
M
年
4
月

2
日
、
税
務
は
昭
和
4
9
年
4
月

2
日
｝
～
昭
和
5
2
年
4
月
1
H

生
ま
れ
の
方

◇
受
付
期
間
1
1
7
月
ユ
日
〔
金
｝

～
8
U
（
金
）

◇
1
次
試
験
団
9
月
n
目
（
日
）

◇
問
い
合
わ
せ
目
人
事
院
九
州

事
務
局
第
2
果
試
験
係
（
容
0

9
2
1
4
3
1
1
7
7
3
3
）

●
通
関
士
の
試
験

　
外
国
貿
易
に
お
け
る
通
関
手

続
き
の
専
門
家
で
あ
る
通
関
士

の
国
家
試
験
は
、
今
年
度
よ
り

福
岡
市
で
実
施
さ
れ
ま
す
．

◇
試
験
日
1
1
1
0
月
1
6
日
（
U

◇
試
験
地
1
1
九
州
産
業
大
学

福
岡
市
東
区
松
香
台
2
丁
目
3

番
－
号

◇
願
書
受
付
1
1
8
月
1
日
〔
月
）

～
1
5
日
（
月
一

◇
問
い
合
わ
せ
先
1
1
門
司
税
関

業
務
部
（
歴
0
9
3
1
3
3
2

1
8
3
7
1
｝

●
第
1
4
回
全
国
豊
か
な

　
海
づ
く
り
大
会

　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

◇
題
材
一
1
水
産
業
並
び
に
海
と

そ
の
生
活
に
関
す
る
も
の
、
漁

船
・
漁
港
・
操
業
風
景
・
市
場
・
海

浜
・
漁
村
風
景
に
関
す
る
も
の

◇
部
門
及
び
応
募
資
格
1
1
了
中

学
生
の
部
（
中
学
校
生
徒
及
び

盲
・
ろ
う
・
養
蕪
眠
学
校
中
学
部

の
生
徒
丁
2
．
高
校
生
の
部
（
高

等
学
校
生
徒
及
び
盲
・
ろ
う
・

養
護
学
校
守
門
等
部
の
生
徒
｝
へ
⑤

、
般
の
部
（
特
に
制
限
な
し
）

◇
サ
イ
ズ
等
1
ー
サ
ー
ビ
ス
判

（，

ﾊ
の
部
は
キ
ャ
ビ
ネ
判
以

上
）
…
四
ツ
切
の
カ
ラ
ー
及
び

自
黒
プ
リ
ン
ト
、
ス
ラ
イ
ド
可
．

◇
応
募
方
法
1
1
画
題
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
ま
た
は
学

校
名
・
学
年
、
連
絡
先
電
話
番

口
σ
、
撮
影
目
・
場
所
、
撮
影
デ
ー

タ
を
記
入
し
た
応
募
票
を
作
品

の
裏
面
に
テ
ー
プ
で
貼
り
、
送

付
し
て
く
だ
さ
い
．
．

◇
応
募
先
⊥
T
期
東
京
都
下

に
H
ズ
．
勺
申
H
l
－
l
1
2

　
　
　
一
う
↑
一

f
一
　
ー

コ
ー
プ
ビ
ル
全
漁
連
漁
政
課
内

「
第
1
4
同
全
国
曲
豆
か
な
海
づ
く

り
大
会
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
二
一

（
燈
0
3
1
3
2
9
4
1
9
6

1
3
〕

◇
発
表
1
1
入
賞
：
人
選
者
に

は
、
出
田
H
で
本
人
に
直
接
通
知

し
、
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

誌
ヒ
に
発
表
し
ま
す
．

◇
応
募
締
切
門
8
月
－
日
必
着

◇
賞
1
1
各
部
門
ご
と
に
金
・

銀
・
銅
各
一
点
、
人
選
1
0
点
で

賞
状
及
び
賞
金
（
中
・
高
佼
生

に
つ
い
て
は
文
具
券
へ

◇
応
募
上
の
注
意
1
1
丁
．
作
品

は
、
未
発
表
及
び
発
表
ザ
r
定
の

な
い
も
の
に
限
る
二
2
．
組
み
写

真
は
5
枚
以
内
と
し
、
テ
ー
プ

で
つ
な
く
．
［
3
応
募
作
品
の
返

却
は
、
応
募
票
ま
た
は
用
紙
に

要
返
却
と
未
書
き
し
、
返
信
用

封
筒
と
切
手
を
同
封
す
る
こ

と
．
｝
入
賞
、
入
選
作
品
の
版

権
は
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推

進
疋
女
員
会
に
帰
属
す
る
．

　
お
詫
び

　
先
月
号
の
「
不
法
無
線

局
の
追
放
を
」
の
中
で
、

電
波
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
の
電
話
の
市
外
局
番

は
、
「
0
9
6
」
の
間
違

い
で
し
た
。

13



1

レ市政ニュース・行事は市政デレホンサービス奮52－2000へ

歯科医師会だより

2　／戸回は．入れ歯の清掃についてのお

話しです　気持ちよく総入れ歯を使・．・

2ていただくためにも食後に入れ歯を清

潔にすることはとてもた切です　入れ

i歯の千入れが不1『分だと口臭がひどく

なり、周りの人にも不快な思いをさせ

ることになります入れ歯の清掃には．

　1亨川の歯ブラシと専用の歯磨き剤を使

　うことをお薦めします

　人れ歯を洗うときには，まず洗面器

など水を張ったもののしで行ってくだ

　さい　そうすれば万一一落としても破れ

たり欠けたりすることはありません

　次に、ヒの入れ歯は普通に乎に持っ

て歯ブラシで洗ってよいのですが、ド

の入れ歯は奥歯を片方ずつ挟むように

　して持ってください　ドの入れ歯は．

全体を手で包むようにもっと．入れ歯

の真ん中にひびが人る原因となること

があります

　総入れ歯や部分入れ歯を長い時高高己

れていると、歯肉が炎症を起こすこと

があります．これは義歯性目内炎とf．f

います　人れ歯を歯ブラシや入れ歯洗

浄剤で清潔にするだけでなく、毛先の

丸い少しやわらかめの歯ブラシで、歯

肉をマ．．ソサージするようにブラッシン

グしてください．

　また、夜寝るときには入れ歯を外し

て歯肉を休めるとともに．細菌が増え

るのを防ぎましょう　外した入れ歯は

水を人れたタ．ノパーなどに入れて保管

してください

〆．．

　1・．

1’‘33

主
と
■
■

■ところ

　　親子映写会
　　1まぼろしの4番バー’ダー

　　アニメーシ2ン・49分

置　．2源太の笛

　　　アニメーンコン・1D分

催市中央公民館・日向入蝿ライブラリー

き　7月20日（水）19：00～

　　市中央公民館　視聴覚室

　　　　　　　　　　　．ノ．

．一一

掾u「
　固定資産税　　　2期
　国民健康保険税　　　　1期

1一納税で住みよい日向のまちつくり一

○乳幼児の健康診査
　3か月児健診（毎月第2・4金曜日）
i1　！時…◇7月811、22il　　l3；⇔⇔～13：30’受f寸

土易　 剛i◇1口白」rif健廃ξ㌃1筆憂里し：．〔容1勺岸泉2】81・2i82ナ

知f　象◇竃i仰友6f†モ．1∫Fヒまオし

　7か月児健診〔毎月第3金曜日）
Ii　　Hな◇7月15日　　　　　　　　　　13：〔，0～1．1：0Q受fJ．

場　　所◇日向．市健康管三理ll．〔含内線218卜21821

対　 象◇9F成5年12月生まれ

　1歳児健康相談（毎月1回、誕生の翌月）
日　昨芋ぐ＞7月61iじd（）　　　 13：0〔〕一14：〔｝〔γ；乏fJ’

士易　　彫i◇｝D11」1賀健厨ξ1跨；理1：『〔容i勺宗泉2181・2182｝

対　象◇平成5年6月生まれ

　1歳6か月児健診〔毎月1回、誕生の翌月）
li　　け芋◇7月20日〔フ1（〕　　　　　　13：00～14：〔）0受f↓

上易　　トサ「◇Bl自ji†∫健垣琵㌃鳶；理詔　〔盈1勺辛泉2181・2182タ

文ナ　弩こ◇平∫戊4でト12月彗孔ま才し

　3歳児健診（毎月第1金曜日）

目
場
対

E時…◇7ナjl日〔石）＝♪　　　　　13：〔｝｛〕～11：〔」0’受＝イ」．

戸斤◇111「1」li∫f建厨ξ管；罫｝lll．〔含内糸泉2181・2182｝

象◇’F成3年3月生まれ

07月の休日在宅医

1
藻
潮

　　　　　　　　　　3か月児・7か月健康診査　…
　・身体耐．測．身長・fl唖1

　・問　　、1参

巨鯉：ゼ1二■

［∫一一臓．：ご．竺望⊥

「恵癬一一「
　・身体1け．測　　・問，i参
1　　　　：　　で
f
　

り
己
　

＋i　［　談　　

台
　

こ

一
　

か　≒ …く　弓　．　二　』　　 一　．　て

旨1・擁誉烈踏｝1

　　　　　　　　　．・≒
　1歳6か月児・3歳児健康診査
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※当番医が変わることがあります。テレホンサービス（盈53－1214）で確認を。
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